
「添加物由来の推定摂取量」の色分け：Munro（1996）による Cramer 構造分類の各クラスのばく露閾値（TTC値）と仮定
 Cramer 構造分類 クラスⅠ クラスⅡ クラスⅢ

 TTC 値（体重60 kgで換算）  30 ug/kg体重/日以下  9.0 ug/kg体重/日以下 1.5 ug/kg体重/日以下

No 名称 評価要請の経緯 発行年
評価対象（評価結果の
答申に名称が記載され
ているもの）

使用目的 摂取量推計の対象
摂取量推計の考え方
（☆：食品中残留値と食
品摂取量を乗じて推計）

食品中残留値の設定の仕方 食品中残留濃度

添加物由来の推
定摂取量
（mg/kg体重/
日）

NOAEL
（mg/kg体
重/日）

備考
LOAEL
（mg/kg体
重/日）

備考
マージン（評価
書で明記されて
いるもの）

ADI（mg/kg体
重/日）

備考

菌料（塩素系）

1 亜塩素酸ナトリウム
使用基準改正（対象食
品にかずのこの調味加
工品を追加）

2004 亜塩素酸ナトリウム
殺菌料及び漂白
剤

亜塩素酸ナトリウム（亜塩素
酸イオンとして）

☆
現公定法（当時）における検出限
界

1 mg/kg

亜塩素酸ナトリウム
0.00796
（亜塩素酸イオンと
して　0.00594）

2.9

亜塩素酸イオンとして、
根拠：ラット二世代繁殖試験（所
見：驚愕反応の低下、脳重量及び
肝重量の減少）

ー ー ー 0.029 亜塩素酸イオンとして

2
亜塩素酸ナトリウム
（第2版）

亜塩素酸水の食品健康
影響評価に伴う改訂

2008 亜塩素酸ナトリウム （旧版に同じ）
亜塩素酸ナトリウム（亜塩素
酸イオンとして）

（旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） 2.9
亜塩素酸イオンとして、
根拠：ラット二世代繁殖試験（所
見：聴覚驚愕反応の低下）

ー ー ー 0.029 亜塩素酸イオンとして

3
亜塩素酸ナトリウム
（第3版）

使用基準改正（対象食
品にかずのこの塩蔵加
工品追加）

2009 亜塩素酸ナトリウム （旧版に同じ）
亜塩素酸ナトリウム（亜塩素
酸イオンとして）

☆
現公定法（当時）における検出限
界

・かずのこ加工品　 5
mg/kg
・野菜、果実　1 mg/kg

亜塩素酸ナトリウム
0.0078
（亜塩素酸イオンと
して　0.0058）

（旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 0.029 亜塩素酸イオンとして

亜塩素酸イオン 亜塩素酸イオン ☆
現公定法（当時）における検出限
界（亜塩素酸ナトリウムと亜塩素
酸水の最大値）

・肉類、魚介類　5
mg/kg
・精白米、豆類、藻
類、野菜類、果実類　1
mg/kg

0.025 （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 0.029 亜塩素酸イオンとして

塩素酸イオン 塩素酸イオン ☆

・肉類： 残留性試験の抽出液中の
検出下限値（0.043 μg/mL）の換
算値
・その他：JECFA（2008）で用い
られた残留データの検出下限値
（詳細不明）

・肉類　0.109 mg/kg
・魚介類、精白米、豆
類、藻類　0.1 mg/kg
・野菜類、果物類
0.010 mg/kg

0.0008 0.036 ヒト介入試験（最高用量） 4

根拠：ラット２年間
慢性毒性/発がん性試
験（所見：甲状腺濾
胞上皮肥大の増加）

推定一日摂取量と
LOAELとの間に十分
なマージン

ー ー

次亜塩素酸水 ー 特定しない
使用後、最終食品の完成前に除去され
る場合、安全性に懸念がないと考えら
れる。

塩素 残留試験で有効塩素不検出（検
出限界0.5 mg/kg）を確認

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

トリハロメタン
残留試験で不検出又は水道水中
の濃度と同程度であることを確
認

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ラジカル 生成の可能性の検討 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

6 亜塩素酸水 新規指定 2008 亜塩素酸水 殺菌料 亜塩素酸 ☆ 現公定法における検出限界

・肉類 5 mg/kg
・野菜類、精白米、果
実類、魚介類、豆類、
藻類　1 mg/kg

0.022 2.9
亜塩素酸イオンとして、
根拠：ラット二世代繁殖試験（所
見：聴覚驚愕反応の低下）

ー ー ー 0.029 亜塩素酸イオンとして

7 亜塩素酸水（第2版）

2008年の亜塩素酸水に
係る食品健康影響評価
の付帯事項（臭素酸の
規格基準の設定の必要
性等の検討）に対応し
た改正（製造基準の設
定）

2012 亜塩素酸水 （旧版に同じ） 亜塩素酸 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 0.029 亜塩素酸イオンとして

5

4
亜塩素酸ナトリウム
（第4版）

2015

次亜塩素酸水 成分規格改正 2007

規格基準改正（酸性化
した亜塩素酸ナトリウ
ム（Acidified Sodium
Chlorite; ASC）の使

用）

評価摂取量推計（添加物由来） NOAEL LOAEL

（旧版に同じ）

殺菌料



「添加物由来の推定摂取量」の色分け：Munro（1996）による Cramer 構造分類の各クラスのばく露閾値（TTC値）と仮定
 Cramer 構造分類 クラスⅠ クラスⅡ クラスⅢ

 TTC 値（体重60 kgで換算）  30 ug/kg体重/日以下  9.0 ug/kg体重/日以下 1.5 ug/kg体重/日以下

No 名称 評価要請の経緯 発行年
評価対象（評価結果の
答申に名称が記載され
ているもの）

使用目的 摂取量推計の対象
摂取量推計の考え方
（☆：食品中残留値と食
品摂取量を乗じて推計）

食品中残留値の設定の仕方 食品中残留濃度

添加物由来の推
定摂取量
（mg/kg体重/
日）

NOAEL
（mg/kg体
重/日）

備考
LOAEL
（mg/kg体
重/日）

備考
マージン（評価
書で明記されて
いるもの）

ADI（mg/kg体
重/日）

備考

菌料（塩素系）

評価摂取量推計（添加物由来） NOAEL LOAEL

料（過酢酸製剤）
過酢酸製剤 ー ー 各成分が添加物として適切に使用され

る場合、安全性に懸念はない

過酢酸 過酢酸 ☆
残留試験における検出限界値（1
mg/L）、洗浄水の容量、鳥肉の重
量から推計。

0.25 mg/kg以下 0.0019 ー ー ー ー ー 特定する必要はない ー

過オクタン酸 ☆
残留試験における検出限界値（1
mg/L）、洗浄水の容量、鳥肉の重
量から推計。

0.25 mg/kg以下 0.0019 ー ー ー ー ー ー 過酢酸と併せて総合的に評価

1-ヒドロキシエチリデン-
1,1-ジホスホン酸

1-ヒドロキシエチリデン-1,1-
ジホスホン酸

☆ 残留試験の結果に基づく推定値

・野菜、果物　202.4
ppb
・食肉　68 ppb
・家禽肉、家禽肉内臓
198 ppb

0.0014 1.3 根拠：イヌ52 週間混餌投与試験 ー ー ー 0.013 ー

オクタン酸 オクタン酸
年間使用量に基づく摂取量＋
JECFAによる摂取量

ー ー 0.056 15000
トリアシルグリセロールとして、
根拠：ラット91 日間混餌投与試験
（最高用量）

ー ー ー 特定する必要はない ー

酢酸 酢酸
添加物製剤中にオクタン酸の約
5倍存在

ー ー 10 mg/人/日 ー ー ー ー ー 特定する必要はない ー

過酸化水素 過酸化水素 ☆
残留試験における検出限界値（1
mg/L）、洗浄水の容量、鳥肉の重
量から推計。

0.25 mg/kg以下 0.0019 30 根拠：ラット最長100日間強制経
口投与試験

ー ー ー 特定する必要はない ー

過酢酸製剤 ー ー 各成分が添加物として適切に使用され
る場合、安全性に懸念はない

過酢酸 過酢酸 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） ー ー ー ー ー 特定する必要はない ー
過オクタン酸 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） ー ー ー ー ー ー 過酢酸と併せて総合的に評価

1-ヒドロキシエチリデン-
1,1-ジホスホン酸

1-ヒドロキシエチリデン-1,1-
ジホスホン酸

☆ 残留試験の結果に基づく推定値

・野菜、果物　202.4
ppb
・食肉　125.5 ppb
・家禽肉、家禽肉内臓
2071.4 ppb

0.0024 （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 0.013 ー

オクタン酸 オクタン酸
第1版の推計結果+使用基準改正
による摂取増加量☆

残留試験の結果に基づく推定値を
用いた推計

・食肉　2.79 ppm
・家禽肉、家禽肉内臓
8.12 ppm

0.062 （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 特定する必要はない ー

酢酸 酢酸
第1版の推計結果+使用基準改正
による摂取増加量☆

残留試験の結果に基づく推定値を
用いた推計

・食肉　35.39  ppm
・家禽肉、家禽肉内臓
103.07 ppm

14.49 mg/人/日 ー ー ー ー ー 特定する必要はない ー

過酸化水素 過酸化水素 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 特定する必要はない ー

10 過酸化水素
規格基準改正（しらす
加工品を対象食品に追
加）

2016 過酸化水素 殺菌料 過酸化水素
過酢酸製剤等第2版の推計結果
＋使用基準案による摂取量増加
☆

使用基準案における残留値の上限 ・しらす　5 mg/kg 0.0021 30 ー ー ー ー 特定する必要はない ー

過酢酸製剤 添加物「過酢酸製剤」 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） ー ー ー ー ー ー 各成分が添加物として適切に使用され
る場合、安全性に懸念はない

過酢酸 過酢酸 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） ー ー ー ー ー 特定する必要はない ー
過オクタン酸 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） ー ー ー ー ー ー 過酢酸と併せて総合的に評価

1-ヒドロキシエチリデン-
1,1-ジホスホン酸

1-ヒドロキシエチリデン-1,1-
ジホスホン酸

（旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 0.013 ー

オクタン酸 オクタン酸 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 特定する必要はない ー
氷酢酸 氷酢酸 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） ー ー ー ー ー 特定する必要はない ー

過酸化水素 過酸化水素
評価書「過酸化水素」（2016）
の推計結果

ー ー 0.0021 （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 特定する必要はない ー

過酢酸製剤及び同製
剤に含有される物質
（過酢酸、1-ヒドロ
キシエチリデン-1,1-
ジホスホン酸、オク
タン酸、酢酸、過酸
化水素）（第2版）

過酢酸製剤及び同製
剤に含有される物質
（過酢酸、1-ヒドロ
キシエチリデン-1,1-
ジホスホン酸、オク
タン酸、酢酸、過酸
化水素）

新規指定 20158

9
規格基準改正（過酢

酸、HEDP濃度上限の
引き上げ）

2015

過酢酸製剤及び同製
剤に含有される物質
（過酢酸、1-ヒドロ
キシエチリデン-1,1-
ジホスホン酸、オク
タン酸、氷酢酸、過
酸化水素）（第3版）

11

規格基準の改正（原料
を「酢酸」ではなく

「氷酢酸」又はその希
釈物に訂正）

2017

殺菌料

（旧版に同じ）

（旧版に同じ）



「添加物由来の推定摂取量」の色分け：Munro（1996）による Cramer 構造分類の各クラスのばく露閾値（TTC値）と仮定
 Cramer 構造分類 クラスⅠ クラスⅡ クラスⅢ

 TTC 値（体重60 kgで換算）  30 ug/kg体重/日以下  9.0 ug/kg体重/日以下 1.5 ug/kg体重/日以下

No 名称 評価要請の経緯 発行年
評価対象（評価結果の
答申に名称が記載され
ているもの）

使用目的 摂取量推計の対象
摂取量推計の考え方
（☆：食品中残留値と食
品摂取量を乗じて推計）

食品中残留値の設定の仕方 食品中残留濃度

添加物由来の推
定摂取量
（mg/kg体重/
日）

NOAEL
（mg/kg体
重/日）

備考
LOAEL
（mg/kg体
重/日）

備考
マージン（評価
書で明記されて
いるもの）

ADI（mg/kg体
重/日）

備考

菌料（塩素系）

評価摂取量推計（添加物由来） NOAEL LOAEL

12 亜酸化窒素 新規指定 2004 噴射剤 亜酸化窒素 ☆ 実測値 2.76～5.63 mg/gクリー
ム

＜0.006~0.01 67.1 根拠：ラット28日間試験（最高用量で毒性なし） ー ー 設定する必要がない ー

13
イソプロパノール
（第2版）

規格基準改正（抽出溶
媒としての利用を追
加）

2012 イソプロパノール 抽出溶媒 イソプロパノール
食品中残留値と添加が想定され
る食品の生産量を基に推計

使用基準案における残留値の上限 10 mg/kg 1.6～2.0 mg/人/日 100
根拠：ラット二世代生殖発生毒性
試験（所見：離乳前の生存率低下
（F1及びF2））

ー ー

推定一日摂取量と
NOAELとの間の安全
マージン（2500～
3100）が100を上回
る

特定する必要はない ー

14
イソプロパノール
（第3版）

規格基準改正（使用基
準を実態に併せて改
正）

2013 イソプロパノール （旧版に同じ） イソプロパノール
食品中残留値と添加が想定され
る食品の生産量を基に推計

使用基準案における残留値の上限

・ホップ抽出物　20
g/kg
・魚肉蛋白濃縮物　0.25
g/kg
・その他の食品　0.2
g/kg

2.9～3.3 mg/人/日 （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー

推定一日摂取量と
NOAELとの間の安全
マージン（1500～
1700）が100を上回
る

特定する必要はない ー

添加物「次亜臭素酸水」 ー ー 添加物として適切に使用される場合、
安全性に懸念はない

5,5-ジメチルヒダントイン 5,5-ジメチルヒダントイン ☆
理論的な添加物製剤中の残留濃度
（生成量）に食肉の水分吸収率を
乗じる

・牛肉　3.63 ppm
・食鳥肉　21.72 ppm

0.014 100 根拠：ウサギ発生毒性試験（骨格
変異の出現頻度の増加）

ー ー ー 1 ー

臭化物 臭化物イオン ☆
理論的な添加物製剤中の残留濃度
（生成量及び不純物）に食肉の水
分吸収率を乗じる

・牛肉　4.66 ppm
・食鳥肉　27.88 ppm

0.018 9 臭化物イオンとして、
根拠：ヒト介入試験（最高用量）

ー ー ー 0.9 臭化物イオンとして

BDCM 残留試験で検出限界値未満のた
め推計せず

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

DBCM 残留試験で検出限界値未満のた
め推計せず

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ブロモホルム ☆
残留試験での添加物製剤中の残留
濃度に食肉の水分吸収率を乗じる

・牛肉　0.273 ppb
・食鳥肉　7.5 ppb

0.0000039 ー ー ー ー ー （TDI）0.0179
添加物由来の推定摂取量がTDI 0.0179
mg/kg体重/日（清涼飲料水評価書ブ
ロモホルム（2009））を下回る

臭素酸 ☆
残留試験での添加物製剤中の残留
濃度の検出限界値に食肉の水分吸
収率を乗じる

・牛肉　0.1 ppb
・食鳥肉　1.2 ppb

0.00000067 ー ー ー ー ー （TDI）0.0000357

添加物由来の摂取量が発がんリスクレ
ベル10^-6に相当する摂取量
0.0000357 mg/kg体重/日（清涼飲料
水評価書臭素酸（2008））を下回る

添加物「次亜臭素酸水」 ー ー 添加物として適切に使用される場合、
安全性に懸念はない

5,5-ジメチルヒダントイン 5,5-ジメチルヒダントイン （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） 0.015 （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 1 ー
臭化物 臭化物イオン （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） 0.019 （旧版に同じ）（旧版に同じ） ー ー ー 0.9 臭化物イオンとして

BDCM ☆
残留試験での添加物製剤中の残留
濃度に食肉の水分吸収率を乗じる

・牛肉　0.10 ppb
・食鳥肉　0.60 ppb

0.0000004 ー ー ー ー ー （TDI）0.0061

添加物由来の推定摂取量がTDI 0.0061
mg/kg体重/日（清涼飲料水評価書ブ
ロモジクロロメタン（2009））を下
回る

DBCM ☆
残留試験での添加物製剤中の残留
濃度に食肉の水分吸収率を乗じる

・牛肉　0.11 ppb
・食鳥肉　0.66 ppb

0.00000045 ー ー ー ー ー （TDI）0.0214

添加物由来の推定摂取量がTDI 0.0214
mg/kg体重/日（清涼飲料水評価書ジ
ブロモクロロメタン（2009））を下
回る

ブロモホルム ☆
残留試験での添加物製剤中の残留
濃度に食肉の水分吸収率を乗じる

・牛肉　0.77 ppb
・食鳥肉　7.5 ppb

0.0000046 ー ー ー ー ー （TDI）0.0179
添加物由来の推定摂取量がTDI 0.0179
mg/kg体重/日（清涼飲料水評価書ブ
ロモホルム（2009））を下回る

臭素酸 （旧版に同じ） （旧版に同じ） （旧版に同じ） 0.00000071 ー ー ー ー ー （TDI）0.0000357

添加物由来の摂取量が発がんリスクレ
ベル10^-6に相当する摂取量
0.0000357 mg/kg体重/日（清涼飲料
水評価書臭素酸（2008））を下回る

クロロホルム ☆
残留試験での検出限界値に食肉の
水分吸収率を乗じる

・牛肉　0.02 ppb
・食鳥肉　0.24 ppb

0.00000015 ー ー ー ー ー （TDI）0.0129
添加物由来の推定摂取量がTDI 0.0129
mg/kg体重/日（清涼飲料水評価書ク
ロロホルム（2009））を下回る

塩化ナトリウム ☆
理論的な添加物製剤中の残留濃度
（生成量）に食肉の水分吸収率を
乗じる

・牛肉　3.29 ppm
・食鳥肉　19.80 ppm

0.013 ー ー ー ー ー ー ー

15 次亜臭素酸水 新規指定 2015

次亜臭素酸水（第2
版）

規格基準改正（製造方
法の追加）

2018

殺菌料

（旧版に同じ）16



「添加物由来の推定摂取量」の色分け：Munro（1996）による Cramer 構造分類の各クラスのばく露閾値（TTC値）と仮定
 Cramer 構造分類 クラスⅠ クラスⅡ クラスⅢ

 TTC 値（体重60 kgで換算）  30 ug/kg体重/日以下  9.0 ug/kg体重/日以下 1.5 ug/kg体重/日以下

No 名称 評価要請の経緯 発行年
評価対象（評価結果の
答申に名称が記載され
ているもの）

使用目的 摂取量推計の対象
摂取量推計の考え方
（☆：食品中残留値と食
品摂取量を乗じて推計）

食品中残留値の設定の仕方 食品中残留濃度

添加物由来の推
定摂取量
（mg/kg体重/
日）

NOAEL
（mg/kg体
重/日）

備考
LOAEL
（mg/kg体
重/日）

備考
マージン（評価
書で明記されて
いるもの）

ADI（mg/kg体
重/日）

備考

菌料（塩素系）

評価摂取量推計（添加物由来） NOAEL LOAEL

塩化カリウム ☆
理論的な添加物製剤中の残留濃度
（生成量）に食肉の水分吸収率を
乗じる

・牛肉　4.20 ppm
・食鳥肉　25.20 ppm

0.017 ー ー ー ー ー ー ー

塩化カルシウム ☆
理論的な添加物製剤中の残留濃度
（生成量）に食肉の水分吸収率を
乗じる

・牛肉　3.13 ppm
・食鳥肉　18.72 ppm

0.013 ー ー ー ー ー ー ー

添加物「二炭酸ジメチル」 ー ー
添加物「二炭酸ジメチル」が添加物と
して適切に使用される限りにおいて
は、安全性に懸念はない

二炭酸ジメチル 二炭酸ジメチル
☆（添加物指針附則（加工助
剤）＊1の考え方に基づく）

残留試験における検出限界値 0.05 mg/L 0.00051 ー ー ー ー ー ー ー

メタノール メタノール ☆ 理論的な食品中残留濃度（生成
量）

120 mg/L 1.21 ー ー ー ー ー ー ー

メトキシカルボニル化合物 メトキシカルボニル化合物 ☆ 残留試験結果を基にした値 5 mg/L 0.051 ー ー ー ー ー ー ー

炭酸エチルメチル 炭酸エチルメチル ☆ 残留試験結果を基にした値 10 mg/L 0.0052 1094 根拠：ラット３か月間反復毒性試
験、発生毒性試験（最高用量）

ー ー

推定一日摂取量と
NOAELとの間に十分
なマージン
（210000）

ー ー

カルバミン酸メチル カルバミン酸メチル ☆ 残留試験結果を基にした値 0.025 mg/L 0.00025 100
注）ラット103週間発がん性試験
において発がん性なしと判断され
た量

ー ー

推定一日摂取量と
NOAEL及び発がん性
はないと判断された
用量との間に十分な
マージン（400000）

ー ー

炭酸ジメチル 炭酸ジメチル ☆
理論的な食品中残留濃度（不純
物）

0.5 mg/L 0.0051 890 根拠：ラット３か月間反復毒性試
験（最高用量）

ー ー

推定一日摂取量と
NOAELとの間に十分
なマージン
（170000）

ー ー

＊１：「加工助剤（殺菌料及び抽出溶媒）の食品健康影響評価の考え方」（「添加物に関する食品健康影響評価指針」（2017年7月改正）附則）

新規指定 201917 二炭酸ジメチル 殺菌料（飲料）
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